
公益財団法人　山梨県馬事振興センター
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その他法人の目的を達成
するために必要な事業

平成 ２９

馬事技術普及奨励事業

優良乗用馬育成供給事業
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概況等

（設立）　本法人は、 「かいじ国体」（昭和６１年１０月）で整備した馬術競技用施設を管理運営し、これを有効
活用して事業を実施する法人として、県・小淵沢町・馬術連盟の出捐により設立。
（目的）　馬術技術の普及奨励と優良乗用馬の育成供給等を行い、もって畜産の振興に寄与すること。
（経緯概況等）　国体終了後も県の馬事振興を図る拠点とし、各種大会の開催、研修会開催等により馬術普
及に貢献している。
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【 法 人 の 概 要 】

代 表 者 名 所 管 部 （ 局 ） 課 農政部畜産課

所 在 地 北杜市小淵沢町１００６０－３ 電 話 番 号 ０５５１－３６－３９４５

　　　理事長　坂内啓二

法人名

主
な
出
資
者
等

出資順位
1

4
3

6

ホームページＵＲＬ http://www.nns.ne.jp/ass/baji

資本金（基本財産） 千円

5

8
7

団体（者）

出資者名等
山梨県
北杜市
山梨県馬術連盟

2

E-mail ア ド レ ス baji@nns.ne.jp

平成３０年度平成２９年度平成２８年度

49,953 47,717

1,000

事業費（単位：千円）
内容

各種大会・合宿の受け入れ、施設の利用を通して馬事
普及を図った。県有競技馬を中心とした調教技術の向
上に努め選手強化の実績を挙げた。

2,053

1,611 1,539

60,718

2,986

1,990

設 立 年 月 日 昭和57年6月17日

優秀馬の繁殖事業に伴う生産育成による乗用馬と競走
転用馬の再調教を施し広く乗馬関係者に供給した。

地域と連携しホーストレッキング大会やホースショー及
び小中学生の体験乗馬等の開催を支援し、地域スポー
ツ文化及び馬事振興発展に協力した。

2,149

1,000



【経営の状況】 （単位：千円）
平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 増減

0 0 0 0
0

33,469 29,418 29,179 △ 239
20,245 21,890 40,137 18,247
3,472 6,212 0 △ 6,212

23,506 18,735 30,222 11,487
80,692 76,255 99,538 23,283

事業費 73,277 79,769 95,091 15,322
うち人件費 25,930 26,143 26,090 △ 53

管理費 1,924 2,496 1,970 △ 526
うち人件費 1,421 1,501 1,220 △ 281

経常支出　計　 75,201 82,265 97,061 14,796
5,491 △ 6,010 2,477 8,487

200 200
0 1,027 71 △ 956
0 △ 1,027 129 1,156

5,491 △ 7,037 2,606 9,643
20,882 337,093 △ 30,223 △ 367,316

327,062 657,118 629,501 △ 27,617
（単位：千円）

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 増減
90,563 194,053 50,096 △ 143,957

268,896 617,497 585,048 △ 32,449
359,459 811,550 635,144 △ 176,406
31,786 153,592 4,899 △ 148,693

0
611 840 744 △ 96

0 0 0
32,397 154,432 5,643 △ 148,789

327,062 657,118 629,501 △ 27,617
うち基本財産への充当額 1,000 1,000 1,000 0
うち特定資産への充当額 230,496 567,589 537,367 △ 30,222

（単位：千円）
平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 増減

0 0 0 0
人件費補助金 3,213 0 0 0
人件費以外の補助金 0 0 0 0

3,213 0 0 0
44,647 362,039 0 △ 362,039
47,860 362,039 0 △ 362,039

人件費委託金 8,672 8,112 5,490 △ 2,622
人件費以外の委託金 9,121 6,201 8,334 2,133

委託金　計 17,793 14,313 13,824 △ 489
65,653 376,352 13,824 △ 362,528

81.4 493.5 13.9 △ 479.6
0 0 0 0
0 0 0 0

内容・目的・金額

山梨県馬術競技場の管理運営を行うために要する経費　　平成２９年度より０円

県有競技用馬の能力を効果的に発揮させるため、飼育管理業務に係る委託経費及び民間馬へ
の強化指定馬に飼育管理費・調教費と併せて　1３,８２４千円委託金
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【県の財政的関与の状況（平成３０年度）】
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【自己評価・評点集計】：（経営評価算出表により、法人自らが評価した結果を記入）

評価の視点 評価項目数 満点 評点 得点率

目的適合性 3 10 8 80.0%

計 画 性 3 10 10 100.0%

組織運営の
適 正 性 3 10 9 90.0%

財 務 状 況 7 44 42 95.5%

効 率 性 5 18 14 77.8%

21 92 83 90.2%

正味財産増減

流動比率

借入金依存率

債務超過

県の将来負担見込

回収不能債権

県の債務処理補助等

公益認定基準抵触

【出資法人の自己評価】：（各評価の視点毎に、法人自らによる分析・検証の結果及び対応策を記入）

目的適合性

計 画 性

組織運営の
適 正 性

財 務 状 況

効 率 性

総合的評価

対応策

評価ポイント

出資法人が当初の設立目的あるいは公益目的と
適合した業務を行っているかを問う視点

出資法人が長期的ビジョンを持って計画的に事業
運営に取り組んでいるかを問う視点

組織・人事・財務等の内部管理体制が適切に整
備、運用され、かつ情報公開による透明性の確保
が適切であるかを問う視点

出資法人の経営の安全性や収益性を問う視点

出資法人の組織の管理運営上における人的・物的
な経営資源が有効活用されているかを問う視点

【警戒指標数】

目標達成度

地域イベントの開催等や大規模な大会を誘致することで、各種大会の参加馬・参加者の増加を図り事業
収益の確保に努めていく。また一層管理費の削減など組織運営の効率化に努力して法人の自立性を高
めていく。

合　　計

目的にあった計画的な運営に努力した結果、大会や合宿等の誘致による使用料収入の増加とともに効
率性の向上に向けて管理費の削減等が実現できた。今後は、県の補助金に頼らない自立的経営を実
施していく必要がある。

経営計画及び事業運営合理化計画に基づいた管理運営を今後も行っていく。

設立目的に沿った業務を実施し、全日本ジュニア障害馬術大会等大規模大会が開催される等、地域の
活性化に大きな成果をあげた。

組織の人員構成、業務チェック機能は概ね良好である。また、各種規定等も随時見直しを行っており、
ホームページを活用して活動内容や財務状況等も積極的に公開している。

借入金はなく、Ｈ３０年度は積極的な誘致活動により使用料収入等が増加するとともに、経費削減により
一般正味財産増減額がプラスとなり全体的に見ると健全な経営となった。

施設の有効利用を図り、必要最小限の人員で事業収入を確保できるよう効率的な業務の推進に努め
る。
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【法人担当部局の所見】：（法人所管部局による各評価の視点毎の分析、評価）

目的適合性

計画性

組織運営の
適正性

財務状況

効率性

総合的評価

【総合評価】：（経営評価委員会、経営検討委員会による総合評価）
A 得点率８０％以上かつ警戒指標なし

B 得点率７０％以上８０％未満または警戒指標が１

％ C 得点率６０％以上７０％未満または警戒指標が２

D 得点率６０％未満または警戒指標が３以上

【総合所見等に対する今後の対応方針】

　目的に合った計画的な運営を行っている。また、全日本ジュニア誘致のためにサポートクラ
ブを発足し、全国レベルの大会誘致に取り組んでいる。
　今後も、引き続き新たな大規模大会の誘致と大会の継続的な開催に努め、収益を増加させ
自立的経営を行っていく必要がある。

・誘致した大規模大会の継続開催により安定した経営基盤を確立するとともに、主催大会の開催や外部事業
の受託により、今後も収入増加を図っていく。
・さらに、人材確保や組織強化に努め、サービスの充実に取り組んでいく。
・引き続き経費削減に努め、経営計画に基づいた効率的な運営を図っていく。

　当初の設立目的に適合した業務を実施している。また、各種イベント等の開催で地域振興に
寄与するなど公益性も高い。
　目標達成度については、昨年度と比較し多数の大会を開催しており概ね目標を達成するこ
とが出来た。引き続き、誘致活動に積極的に取り組み大規模大会の誘致や強化トレーニング
参加団体等の利用数を増やし、集客力の向上にむけ努力していく。

　経営計画並びに事業運営合理化計画に基づいた管理運営を引き続き行っていく必要があ
る。

　組織の人員構成、業務チェック機能は概ね良好である。また、ホームページを活用して活動
内容や財務状況等も積極的に公開している。

　借入金はなく、安全な資金運用など、全体的に見ると健全な経営となっている。
4年ぶりに主催大会を実施したことから、財務状況も改善した。

　地域イベントが、台風の影響で中止になりイベント参加数は減少したものの、大会数の増加
等により施設利用人数が徐々に増加している。

警 戒 指 標 数

得 点 率 90.2
0

A

・平成３０年度は、平成２７年度から３年間かけて実施した厩舎等の施設整備が完了した初年
度であったことから、全国規模の大会の誘致や合宿数の増加による使用料収入の増収、自主
大会の開催による大会収入の確保等が図られ、経常収入が増加し、経常増減額が黒字に転
換した。また、施設整備の終了に伴い、未収金、未払金の清算が完了し、流動資産、流動負
債が元の水準に戻ったことにより、流動比率が向上したことなどから、財務状況の評価が改善
し、Ａ評価となった。
・職員の退職により人件費が減少し、人件費比率が低下したこと、修繕費の減少により管理費
が減少し、管理費比率が低下したことから、効率性の評価が向上した。一方、大会参加者数
は増加傾向であるものの、イベント参加者数が落ち込んでおり、施設利用者数全体では２期
連続で減少したことから、職員１人当たり施設等利用人数の評点は低下した。
・引き続き、法人の自立的経営の確立に向け、大規模大会の誘致・継続開催等の取組を通
じ、経常収入の増加を図るとともに、施設を活用した地域全体の観光振興に取り組んでいく必
要がある。

総合的所見

総合評価
ラ　ン　ク


